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放電による極超⾳速流制御に関する⾵洞実験 
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実験期間：２０２1 年 7 ⽉ 5 ⽇から 7 ⽉ 9 ⽇，１１⽉ 1 ⽇から１１⽉ 5 ⽇ 

 
 極超⾳速旅客機の実現や宇宙往還機の性能向上には⾼精度な機体姿勢制御が必要不可⽋
である．気流制御⼿法として近年期待されている PSJA(Plasma Synthetic Jet Actuator)をダ
イヤモンド翼に適⽤した場合の流れ場への影響を調べることを⽬的に実験を⾏った．実験
により，複数の迎⾓で安定的に放電することを確認した．またシュリーレン画像から負の迎
⾓をとる場合に流れ場が変化することがわかった． 
 
 

 
 
 

図 1 放電の確認．           図 2 流れ場の変化． 
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